
北上川の源泉と言われている「ゆはずの泉」の岩
手町御堂から水堀小学校の５年生が「あいぽーと」
を訪れました。同校では７月１９日から２０日にわた
り、岩手町から北上川河口まで、全川の社会見学を
実施しました。

７月２４日、一関出張所にＪＩＣＡの海外研修員がやってきまし
た。研修員は中南米やアフリカ他６カ国の土木技術者です。
研修員は近年の気候変動に適応した流域管理（洪水対策・生

態系保全等）手法を学ぶ一貫として、遊水地建設と農業開発の
課題について学びました。得た知識を自国に持ち帰り、産業発
展・防災に役立てることが目的です。

↑ 展示室の模型による説明

一関では２０日に調査船「ゆはず」による河川パト
ロールを行い、「あいぽーと」を見学しました。その後
は磐井川で水生生物調査を行い、北上川中流域の
一関に生息する生物と北上川上流域である岩手町
に生息する生物の違いについて勉強しました。

「あいぽーと」での岩手河川
国道事務所高橋副所長からの
遊水地事業説明の後、遊水地
展望台に移動して現場を見学
しました。活発な質問が続き、
時には通訳が追いつかないこ
とも。

研修員は展望台から見える
壮大な遊水地に、大きな関心
を示していました。
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↑ 遊水地展望台（舞川）にて


